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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期
第２四半期
累計期間

第20期
第２四半期
累計期間

第19期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高（千円） 702,775 494,612 1,449,426

経常損失（千円） 159,468 225,276 331,654

四半期（当期）純損失（千円） 179,067 230,947 354,950

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 2,414,700 2,414,700 2,414,700

発行済株式総数（株） 13,588 13,588 13,588

純資産額（千円） 2,632,555 2,221,649 2,456,744

総資産額（千円） 2,932,256 2,440,330 2,727,818

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
14,119.85 18,210.62 27,988.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 89.8 91.0 90.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△38,730 △191,556 △233,578

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
47,105 △25,587 1,549,560

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
－ － －

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
778,565 1,868,067 2,086,095

　

回次
第19期
第２四半期
会計期間

第20期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日

自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（円） 5,366.35 8,315.11

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、第19期第２四半期累計期間及び第19期は関連会社の損益等か

らみて重要性が乏しいため、第20期第２四半期累計期間は関連会社がないため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響による厳しい状況が続いている中、生産をは

じめとする企業活動は持ち直しの動きがみられるものの、依然企業収益は減少傾向にあります。先行きについては、

電力供給の制約や原子力災害の影響に加え、海外景気の後退や為替レートの変動により、国内景気が下振れするリ

スクが存在します。

　当社の主要な販売品目である国内サーバ市場においては、出荷金額と出荷台数が共に増加となりましたが、特別な

要因を除くと、出荷金額は前年同期に比べ減少し、出荷台数は若干の増加にとどまりました。

　このような状況において、当社は、当事業年度よりコモディティ化したサーバ（ＩＡサーバ）の製造・販売から事

業の軸足を移し、独自性の高い自社製品であるマイクロサーバに経営資源を集中してまいりました。この結果、サー

バ（ＩＡサーバ）・ストレージの売上は当初の想定どおり大幅に減少し、当第２四半期累計期間の売上高は494百

万円（前年同期比208百万円・29.6％減少）と前年同期に比べ減少しました。販売費及び一般管理費は、全般的に抑

制努力を継続し前年同期より減少となり、営業損失は223百万円（前年同期は営業損失157百万円）、経常損失は225

百万円（前年同期は経常損失159百万円）、四半期純損失は230百万円（前年同期は四半期純損失179百万円）とな

りました。

　品目別の売上高動向につきましては、次のとおりであります。

　

（自社製品コンピュータ）

　マイクロサーバについては、法人顧客におけるＩＴ投資への抑制の影響があるものの、マイクロサーバを中心とし

た営業活動を行い、当第２四半期会計期間の売上高は前年同期に比べ増加するなどその効果が現れ、回復傾向にあ

ります。しかし、第１四半期の減少分をカバーするには至らず、当第２四半期累計期間の売上高は前年同期と比べ減

少しました。サーバ（ＩＡサーバ）・ストレージについては、前期のような大口出荷が無く、大幅に減少しました。

この結果、自社製品コンピュータ全体の売上高は前年同期と比べ大幅に減少し、売上高は168百万円（前年同期比

188百万円・52.8％減少）となりました。

　

（コンピュータ関連商品）

　オンライン販売サイトの売上が増加したものの、法人営業販売が減少し、コンピュータ関連商品全体の売上高は前

年同期と比べ減少しました。この結果、売上高は268百万円（前年同期比7百万円・2.6％減少）となりました。

　

（サービス・その他）

　顧客に納入した自社製品コンピュータへの延長保守サービスについては、大口の年間保守契約が継続して受注と

なったものの、サービス・その他全体の売上高は前年同期と比べ減少しました。この結果、売上高は57百万円（前年

同期比12百万円・17.7％減少）となりました。
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(2) 財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末の資産については、現金及び預金の減少218百万円、売掛金の減少113百万円等により、前

事業年度末に比べ287百万円減少し、2,440百万円となりました。

　負債については、買掛金の減少70百万円等により、前事業年度末に比べ52百万円減少し、218百万円となりました。

　純資産については、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少230百万円等により、前事業年度末に比べ235百万

円減少し、2,221百万円となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ218百万円

減少し、1,868百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税引前四半期純損失229百万円の計上や仕入債務の減少による支出70百万円等の支出要因のほか、売上債権の減少

による収入113百万円等の収入要因がありました結果、営業活動により使用した資金は191百万円となりました。

（前年同期は38百万円の使用）

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　新本社の賃貸借契約締結に伴う敷金及び保証金の差入による支出27百万円等により、投資活動により使用した資

金は25百万円となりました。（前年同期は47百万円の獲得）

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増減はありませんでした。（前年同期は資金の増減なし）

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

　　当第２四半期累計期間における研究開発費の総額は、39百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6) 生産、受注及び販売の実績

（自社製品コンピュータ）

　当第２四半期累計期間の生産、受注及び販売の実績は、サーバ（ＩＡサーバ）・ストレージの大口の受注残及び出

荷があった前期に比べ大幅に減少し、自社製品コンピュータの受注高は165百万円（前年同期比60百万円・26.7％

減少）、受注残高は12百万円（前年同期比25百万円・67.9％減少）、生産及び仕入高は101百万円（前年同期比99百

万円・49.5％減少）となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000

計 36,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,588 13,588
東京証券取引所

（マザーズ）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 13,588 13,588 － －

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 13,588 － 2,414,700 － 603,675
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(6)【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

鈴木　友康 東京都千代田区 2,990 22.00

本多　貴美子 東京都文京区 960 7.07

笛吹　美貴 東京都葛飾区 714 5.25

穐田　誉輝 東京都港区 679 5.00

本多　基記 東京都葛飾区 654 4.81

村口　和孝 東京都世田谷区 643 4.73

ＫＤＤＩ（株） 東京都新宿区西新宿二丁目３番２号 500 3.68

財務大臣 埼玉県さいたま市中央区新都心１番地１ 472 3.47

山口　修一 栃木県下野市 125 0.92

岩崎　慈久 東京都武蔵野市 122 0.90

計 － 7,859 57.84

　（注）当社は自己株式906株を保有しておりますが、上記の大株主の状況からは除いております。 

　

(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    906  
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,682 12,682 －

発行済株式総数 13,588 － －

総株主の議決権 － 12,682 －

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

ぷらっとホーム　株

式会社

東京都千代田区外

神田一丁目18番13

号

906 － 906 6.67

計 － 906 － 906 6.67

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,086,095 1,868,067

売掛金 226,812 112,961

商品及び製品 28,252 23,774

原材料 65,028 92,772

その他 100,887 102,975

貸倒引当金 △340 －

流動資産合計 2,506,736 2,200,551

固定資産

投資その他の資産

投資有価証券 140,461 131,409

その他 80,620 108,368

投資その他の資産合計 221,082 239,778

固定資産合計 221,082 239,778

資産合計 2,727,818 2,440,330

負債の部

流動負債

買掛金 131,397 60,616

未払法人税等 12,071 10,066

賞与引当金 19,427 20,184

製品保証引当金 2,360 1,767

その他 89,464 108,854

流動負債合計 254,719 201,489

固定負債

退職給付引当金 16,354 17,191

固定負債合計 16,354 17,191

負債合計 271,074 218,681

純資産の部

株主資本

資本金 2,414,700 2,414,700

資本剰余金 5,566,781 5,566,781

利益剰余金 △5,359,435 △5,590,382

自己株式 △158,329 △158,329

株主資本合計 2,463,716 2,232,769

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,972 △11,120

評価・換算差額等合計 △6,972 △11,120

純資産合計 2,456,744 2,221,649

負債純資産合計 2,727,818 2,440,330
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 702,775 494,612

売上原価 481,702 344,517

売上総利益 221,073 150,095

販売費及び一般管理費 ※1
 378,706

※1
 373,127

営業損失（△） △157,633 △223,032

営業外収益

受取利息 2,161 168

その他 345 161

営業外収益合計 2,506 330

営業外費用

為替差損 687 808

投資事業組合運用損 3,654 1,766

営業外費用合計 4,341 2,574

経常損失（△） △159,468 △225,276

特別利益

貸倒引当金戻入額 200 －

製品保証引当金戻入額 757 －

特別利益合計 957 －

特別損失

減損損失 ※2
 2,526

※2
 3,770

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,130 －

特別損失合計 18,656 3,770

税引前四半期純損失（△） △177,167 △229,047

法人税等 1,900 1,900

四半期純損失（△） △179,067 △230,947
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △177,167 △229,047

減損損失 2,526 3,770

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,130 －

受取利息及び受取配当金 △2,301 △238

売上債権の増減額（△は増加） 133,294 113,851

たな卸資産の増減額（△は増加） △63,976 △23,266

仕入債務の増減額（△は減少） △41,276 △70,780

前渡金の増減額（△は増加） 86,174 4,684

未払金の増減額（△は減少） △34,573 △957

その他 44,044 13,816

小計 △37,125 △188,167

利息及び配当金の受取額 2,641 238

法人税等の支払額 △4,247 △3,628

営業活動によるキャッシュ・フロー △38,730 △191,556

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,500,000 －

定期預金の払戻による収入 1,500,000 －

有形固定資産の取得による支出 △432 △456

無形固定資産の取得による支出 △224 △384

投資事業組合からの分配金による収入 － 3,000

敷金及び保証金の差入による支出 － △27,747

敷金及び保証金の回収による収入 47,761 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 47,105 △25,587

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,015 △882

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,359 △218,027

現金及び現金同等物の期首残高 771,205 2,086,095

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 778,565

※1
 1,868,067
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【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料及び賞与 136,968千円

賞与引当金繰入額 19,910千円

給料及び賞与 133,420千円

賞与引当金繰入額 19,740千円

※２　減損損失

　当第２四半期累計期間において、当社は以下の資産

グループについて減損損失を計上しました。

※２　減損損失

　当第２四半期累計期間において、当社は以下の資産

グループについて減損損失を計上しました。

①減損損失を認識した資産グループの概要 ①減損損失を認識した資産グループの概要
場　所 用　途 種　類

本社事務所

（東京都千代田区）
事 務 所

建物

工具、器具及び備品等

場　所 用　途 種　類

本社事務所

（東京都千代田区）
事 務 所

工具、器具及び備品

ソフトウェア

②減損損失を認識するに至った経緯

　当社を取り巻く経済環境が不透明となり、固定資産

投資の回収可能性を高い確度で担保することができ

なくなったため、資産グループの帳簿価額を回収可

能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特

別損失に計上しました。

②減損損失を認識するに至った経緯

同左

③主な固定資産の種類ごとの減損損失の金額 ③主な固定資産の種類ごとの減損損失の金額

建物 1,869千円

工具、器具及び備品 432千円

ソフトウェア 224千円

計 2,526千円

工具、器具及び備品 3,386千円

ソフトウェア 384千円

計 3,770千円

④資産のグルーピングの方法

　当社は、全社を独立したキャッシュ・フローを生み

出す最小の単位としてグルーピングを行っておりま

す。

④資産のグルーピングの方法

同左

⑤回収可能価額の算定方法

　回収可能価額は使用価値により零としております。

⑤回収可能価額の算定方法

同左
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成22年９月30日現在） 　　　　　　　　　　　　　（平成23年９月30日現在）

現金及び預金勘定 2,278,565千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△1,500,000千円

現金及び現金同等物 778,565千円

　

現金及び預金勘定 1,868,067千円

現金及び現金同等物 1,868,067千円

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成

23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　当社は、コンピュータ関連製商品とサービス等を提供する単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

　　　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 14,119円85銭 18,210円62銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 179,067 230,947

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 179,067 230,947

普通株式の期中平均株式数（株） 12,682 12,682

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月14日

ぷらっとホーム株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 笛木　忠男　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平郡　　真　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているぷらっとホーム株式

会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第20期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ぷらっとホーム株式会社の平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期 報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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